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第２部
シンポジウム
東京 2020 への挑戦
－アスリ トーの視点、支えるスタッフの視点－
シンポジスト ： 中村 倫也（博報堂DYスポーツ・レスリング日本代表）
  吉田 清司（法学部教授） 
  富川 理充（商学部准教授）
  菊池 小巻（商学部 3 年・フェンシング日本代表）　※映像による参加
司会 ： 高崎 伸子（スポーツキャスター・元専修大学テニス部主将）
高崎　本日は専修大学スポーツ研究所シン
ポジウムにお越しくださり、誠にありがとう
ございます。平成20年から始まったこのシン
ポジウム、今回で10回目を迎えました。
　これまでにオリンピック金メダリストや東
京オリンピック・パラリンピックの招致に尽
力された先生、文部科学大臣、スポーツ庁長
官など著名な方々がご登壇され、スポーツの
レガシーについて深く活発な議論が行われ
てきました。
　先ほどのシンポジウム第1部では2004年
アテネオリンピック金メダリスト、東京オリ
ンピック・パラリンピックのスポーツ局長兼
スポーツディレクターを務める室伏広治さん
から『東京2020の魅力再発見。するスポーツ
観るスポーツ支えるスポーツの視点から』と
題したご講演をいただきました。
　第2部では専修大学に縁のあるトップア
スリートとコーチにご登壇いただき、『東京
2020への挑戦。アスリートの視点、支えるス
タッフの視点』と題したシンポジウムを行い
ます。私は司会を務めます高崎伸子です。ど
うぞよろしくお願いします。簡単に自己紹介
をします。私は平成9年に専修大学に体育会
推薦、テニス部の推薦で入学をしました。そし
て4年間体育会テニス部で活動し、大学4年の
時には主将を務めました。大学卒業後はプレ
ーヤーとしてではなく、伝える側としてスポ
ーツに携わりたいと思い、メディアやイベン
ト等を通じてリポート、司会等をしています。
このような素晴らしい機会をいただいたこと
を本当にうれしく思っています。繰り返しに
なりますが、本日はどうぞよろしくお願いし
ます。
　それでは第2部のゲストの皆さんをご紹介
したいと思います。皆さまご登壇ください。お
願いします。大きな拍手でお迎えください。
　まずは中村倫也選手です。昨年度専修大学
を卒業され、東京2020のレスリング金メダル
候補最有力選手の1人に挙げられています。
2017年の世界選手権代表選考を兼ねた明治
杯全日本選抜レスリング選手権大会ではリ
オデジャネイロオリンピック銀メダリストの
樋口黎選手を破り優勝。直後に行われたプレ
ーオフでも樋口選手に連勝し、初の世界選手
権出場を果たしました。後ほどたくさんお話
しを聞いていきたいと思います。お願いしま
す。
　続きまして吉田清司先生です。専修大学法
学部教授でコーチ学を専門とされています。
1988年バレーボール全日本女子代表コーチ
としてソウルオリンピックを経験。1997年オ
ーストラリア男子代表コーチ、2005年からは
全日本男子アナリストに就任し、北京オリン
ピック出場に貢献されました。2009年東ア
ジア競技大会では、バレーボール全日本男子
代表監督を務められました。東京2020もバ
レーボールの日本代表チームに関わっていく
予定です。先生にも後ほどお話をお伺いした
いと思います。お願いします。
　続きまして、富川理充先生です。公益社団
法人日本トライアスロン連合において2011
年より情報戦略医科学委員として、レース分
析やトライアスロンスイムの研究を進めてい
ます。そして2012年よりパラリンピック対策
チームのリーダーに就き、日本のパラトライ
アスロンのけん引役を担っています。2016年
のリオデジャネイロパラリンピックで初実施
となったパラトライアスロン競技において日
本チームのヘッドコーチを務められました。
最近では義足のランナー佐藤真海さん、現在
はご結婚されて谷真海さんですが、今年9月
パラトライアスロン世界選手権初出場で初
優勝され、それにも富川先生は貢献されてい
ます。先生にも後ほどお話を伺っていきます。
　最後にもう一名、ポスターには菊池小巻さ
んのお名前があったと思います。本日は海
外遠征のため残念ながらこちらにお越しいた
だくことができませんでしたが、動画にてイ
ンタビューをいただいていますので後ほど皆
さまにはそちらをご覧いただきたいと思いま
す。菊池選手は現在専修大学商学部3年生、
現役の学生です。フェンシング、フルーレの
選手。2016年の全日本選手権でリオデジャ
ネイロ五輪代表の西岡選手を破り初優勝。ブ
ルガリアで行われた2017ジュニア・カデ世
界選手権女子フルーレ個人で日本選手初の
金メダルを獲得。現在はユニバーシアード上
海グランプリ等、数々の国際大会に日本代表
選出され、東京2020に向けて研さんを積んで
います。以上ご紹介となります。
　それではシンポジウムに移りたいと思い
ます。シンポジウムではゲストの皆さまから
それぞれの活躍についてご紹介をいただき、
その後ディスカッションに入りたいと思いま
す。まずは吉田先生からお願いします。
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吉田　こんにちは。法学部の吉田です。今紹
介いただきましたが、軽く手抜きの自己紹介を
します。大学院を終わった後、今はもうなくな
りましたが、日立バレーボールチームのコーチ
になりました。皆さん、大林素子さんや中田久
美さんをご存じと思いますが、彼女らがいた時
代にコーチをしていましたので無敵でした。コ
ーチが何もしなくても勝てるような時代で、非
常に楽でした。ソウルオリンピックでは、こん
な時代もあったのだなという若い写真ですが、
コーチをやらせてもらいました。その後オース
トラリアのコーチをし、2005年から全日本男
子のアナリストという役を仰せつかりました。
　先ほども映像が映りましたが、どんな感じで
やっていたのか、映像をご覧ください。ありが
とうございます。北京オリンピック、16年ぶり
に出場することができたのですが、そのときに
関わることができました。この写真、私はここ
にいます。
　自分がバレーボールを始めたきっかけは
1972年のミュンヘンオリンピックだったので
すが、その始めるきっかけをつくってもらった
全日本にやっと自分が恩返しできたなという
ことで、いい思い出です。
　アナリストというのはどんな仕事をしてい
るのかご紹介します。こんな感じで相手のスパ
イクコースやどのようなトスの配分があるの
かということをゲーム前に分析し、そして試合
中にどのように相手が攻撃しているのか、守っ
ているのかということを、エンドラインの後ろ
でコンピューターを使いながら、データバレー
というソフトが今使われていますが、入力して
います。植田監督が耳にトランシーバーのイヤ
ホンをしていましたが、無線LANとトランシー
バーによって私の声が植田監督に伝わってい
る状況でした。それで相手のオフェンスの傾向
やディフェンスの傾向、その対策とスタッツ、
基本的な統計データ等をベンチに伝えるとい
う役割をしていました。
　今、スポーツの世界でAI人工知能やコンピ
ューターがどんどん入り込んでいって、それ
を用いて選手やスタッフをサポートするとい
う体制がいろいろな競技に広がってきていま
す。そういった中で皆さんに考えていただきた
いのは、コンピューターを使う上で5W1H、誰
が、いつ、どこで、何を、どうした、という事象に
関して、コンピューターは非常に得意です。統
計データとしてまとめ、人間が手間暇掛けてや
らなければいけないものをコンピューターが
自動的にやってくれるというのは非常にあり
がたいことなのですが、実はコンピューターに
不得意な部分があります。それがWhyなので
す。二つの事象を結ぶ因果関係のところがコ
ンピューターではまだできていない部分です。
われわれ、データを取ってスタッフや選手に、
相手はここから打ってくるのが多いとか、こう
いう攻撃が多いということを伝えるのですが、
そこにプラス、なぜ相手はこういう攻撃をして
きているのか。どうして相手はこういうシフト
を敷いているのかという、そのWhyの部分ま
で踏み込んで分析するというのがアナリスト
として非常に重要なことだと感じています。で
すからコンピューターが普及してきていろい
ろなスポーツ現場にAIが入ってきているので
すが、このWhyの部分は人間でしかできない
部分だと思います。
　いろいろな分野でこれからAIやコンピュー
ターが入って世の中便利になると思いますが、
このなぜと問い続ける部分、データバレーのコ
ンピューターでデータを取っても、他国も同じ
ように日本を分析しているわけです。何で差を
付けるかというと、先ほど室伏さんもおっしゃ
いましたが、コミュニケーションで、いかにうま
く監督や選手たちに伝えるかというところと、
なぜと問い続ける分析力が、同じデータを扱っ
ていても他国と差を付けることができ、差別化
できる部分だと思います。
　皆さんもこれからいろいろな部分で人工知
能AIが入ってきて利用し、仕事を取られると
いう噂もされていますが、このなぜと皆さんが
問い続けることを続けていく限り、AIに仕事を
取られることはありません。常に自分のオリジ
ナリティーを発揮して他者と差別化できると
いう部分があると思いますので、このWhyの
部分を常に大切にしてもらいたいと思います。
　それから感性です。重要なのはパソコンを
扱ってもコンピューターに任せても、他人との
情緒や情動、コミュニケーション能力といった
部分は非常にアナリストとして欠かせない部
分です。機械的なものになったからといってそ
こで終わりではなく、実はアナリストの活動と
いうのは非常に血の通った、根性の要る作業
だったと思います。こういった感性を磨くとい
うことを、今のうちから皆さんも素晴らしい芸
術作品に触れたり、人と語り合ったりというコ
ミュニケーションの中から感性を磨くという
飯田 義明
中村 倫也 富川 理充 吉田 清司
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ことを、これからもどんどん続けていってもら
いたいと思います。
　私、教養テーマゼミナールで球技系スポー
ツの戦術分析というゼミを開講しています。バ
レーボールだけではなく、サッカー、野球、バ
スケットボール、テニス、いろいろな球技の学
生たちが私のゼミに集まっているのですが、そ
のゼミの中で、北京オリンピックには私を含め
て4人のアナリストがバレーボールの支援を
させてもらいました。ロンドンオリンピックや
リオデジャネイロオリンピックではOBの渡辺
啓太さん、塩川さんがアナリストとして対応し
ています。多数のOBがVリーグや日本協会の
情報戦略活動に関わっています。
　私のゼミは、他の大学の学生も入ってきた
りしていて、他大学にも特別聴講をさせていま
す。これは桜美林大学の学生なのですが、私
が留学していたオーストラリアに今年3月から
9月まで留学してそのチームの手伝いをすると
いう機会をつくっています。
　今日のテーマは支えるということです。アナ
リスト的視点でどうやってスポーツの世界を
支えるかということを考えていきたいと思い
ます。まずほとんどの皆さんの部活動やサーク
ル活動の中で専任のアナリストを抱えている
というチームはほとんどないと思います。コー
チや学生がデータを収集する役割も兼務しな
ければいけないという立場だと思います。こう
いうことをコーチングやスポーツの現場に取
り入れるということになって、コーチングの質
を高め、どういうことがわれわれのチームの課
題なのかということを浮き彫りにさせてくれ
ます。選手とのコミュニケーションを円滑にさ
せるというものがアナリスト的視点をコーチ
ング現場に導入することによってもたらされ
るのではないかと思っています。
　ですから皆さんスポーツに関わっている方、
自分の試合や練習の映像をビデオに撮ること
からまず始めてみてください。その中から、今
まで見えていなかったいろいろなものが見え
てくる、さまざまな視座が高まるのではないか
と思います。今日はこの支えるという観点から
アナリスト的なお話ができればいいと思いま
す。よろしくお願いします。
高崎　吉田先生どうもありがとうございまし
た。後ほどディスカッションでまたお話をお伺
いしたいと思います。続きまして富川先生、よ
ろしくお願いします。
富川　皆さんあらためましてこんにちは。本
日はこのようなお時間を頂きましてありがとう
ございます。簡単に私の自己紹介と私が関わ
っているパラトライアスロンというものを紹
介したいと思います。
　私が携わっているパラトライアスロンです
が、2016年のリオデジャネイロパラリンピッ
クがデビューとなり、東京で2回目を迎えます。
私は、日本トライアスロン連合というところで
パラリンピック対策チームリーダーという仕
事をしています。
　まずその日本トライアスロン連合、JTUの取
り巻く環境、JTUと検索していただくとホーム
ページで確認できますが、国際トライアスロン
連合やアジアトライアスロン同盟、その上のオ
リンピック、パラリンピックを管轄するIOCや
IPC、あと国内でいうと日本オリンピック委員
会JOC、日本パラリンピック委員会JPCなど、
そのような様々なつながりの中で1競技団体
としての立場であります。JTUのホームページ
を見ていただくと組織図も出ていますが、JTU
の中に強化チームというものがあります。日本
ではトライアスロンとテコンドーのみが、オリ
ンピック競技、パラリンピック競技一緒に統括
されており、比較的新しい競技なのですが、情
報の共有など可能でやりやすい環境であるこ
とは間違いないです。その強化チームの中に
オリンピック対策チーム、パラリンピック対策
チーム、さらにマルチスポーツ対策チームがあ
ります。オリンピック対策チームは、オリンピッ
クへむけての強化をジュニアからシニアまで
担っています。トライアスロンはスイム1.5キ
ロ、バイク40キロ、ラン10キロの総距離51.5
キロがスタンダ ドーディスタンスと呼ばれ、オ
リンピックで採用されています。ここを目指す
選手が対象となります。皆さん、トライアスロ
ンと聞きますと最後マラソンを走るアイアン
マンレースのようなイメージを持つ方もいら
っしゃるかと思いますが、オリンピック競技で
はないそのようないわゆるロングの競技等は、
このマルチスポーツ対策チームというところ
で管轄、強化を進めます。私はここのパラリン
ピック対策チームのリーダーとしてパラトラ
イアスロンに関する活動をしています。敢えて
日本語で表現するなら障がい者トライアスロ
ンとなります。スタンダ ドーディスタンスの各
種目が半分となる、スプリントディスタンスと
呼ばれる総距離25.75キロが正式な競技距離
となります。
　どういう仕事があるか紹介してほしいとい
うことだったので、考えました。まずは選手強
化。先週も静岡のほうにパラサイクリング連盟
と合同合宿をしてきましたが、そういう合宿や
大会遠征の帯同・視察をします。本当ならパラ
リンピックでどうメダルを取るかということが
主眼なのですが、まだまだ競技の普及というも
のが足りないので、強化のみならず普及活動
もしています。また、新しい競技なので、いろ
いろな制度設計、どのように選手をセレクショ
ンして国際大会に派遣するか、またパラリンピ
ック競技を盛り上げるシステムづくりもして
います。
　国際競技連盟といろいろなやりとりもしな
ければなりません。あるいは日本障害者スポ
ーツ協会や日本パラリンピック委員会等の、
外部の組織との連携も進めなければいけませ
ん。トライアスロンは３種目で構成されていま
すが、パラ陸上、パラサイクリング、パラ水泳
等といった関連競技団体のかたがたとも情報
交換をしていくことが強化には必要です。
　その他会議、研修、セミナー等への出席、い
ろいろな書類作成、経費管理、あとは選手、ス
タッフに関する各種調整など、全部やっている
という感じです。非常にやることが多いという
ことは分かっていただけるかと思います。
　先ほど室伏先生からもご紹介ありましたが、
2016年のリオデジャネイロ大会は、オリンピ
ックが31回、パラリンピックが15回目を迎え
ました。
　競技数は、オリンピック競技が28競技306
種目ですが、一方パラリンピックは22競技
528種目ということで、競技数は少ないですが
種目数が多いです。これはなぜかというと、例
えば100メ トールの陸上競技、オリンピックだ
高崎 伸子
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ったら男子が一つの金メダル、女子が一つの
金メダルですが、パラリンピックですと複数の
金メダルが授与されます。障がいに合わせて
クラス分けというものがされ、それぞれのクラ
スで金メダルが授与されるため、種目数が多
いのです。
　３年後に迫りました東京オリンピック・パ
ラリンピック大会ですが、オリンピックの競技
数・種目数が多少増えて33競技339種目、パ
ラリンピックは2競技削られて2競技追加さ
れ、競技数は22競技と変わりませんが、種目
数が537と少し増えます。
　またディスカッションのときにいろいろな
話をしたいと思いますが、パラリンピックの特
徴というものを簡単にご説明します。
　先ほど言いましたように、同じ競技でもクラ
スが分けられるために、クラス分けを必ず受け
なくてはなりません。障がいを持っていてもス
ポーツをやりたいと楽しむことは誰にでもで
きます。競技スポーツとなるとルールの下で行
われるということで、競技を遂行するルール、
競技に参加するルールが生じます。その一つ
が障がいの度合いに応じたクラス分けとなり
ます。
　例えば、あなたはパラリンピック競技の、ル
ール上のクラス分けには該当しない、あなたは
出られません、という選手も中にはいるのが現
実です。
　最後に、支えるスポーツということを考える
と、われわれスタッフや選手のみならず、パラ
リンピックに関わることはできます。一つは練
習パ トーナーや競技パ トーナーです。あとは運
営のボランティアもあります。東京オリンピッ
ク・パラリンピックでは約9万人のボランティ
アスタッフが必要だと言われています。来年
夏頃から本格的な募集が始まるという情報が
入っていますが、ボランティアとして携わる、
あるいはスポンサーとして携わることも考え
られます。最も簡単にできるのは、ここでこの
ように話を聞いて頂くだけではなく、実際にそ
こへ見に行く、見てその会場の雰囲気を味わ
う観客となることです。われわれもうれしいで
すし、皆さんもそこで試合、レース、大会を盛
り上げていただけたらと思います。それが最も
簡単にできる、スポーツに携わる、スポーツを
支えることになると思いますので、皆さんもこ
のシンポジウムを機会にご興味を持っていた
だければと思います。今日はよろしくお願いし
ます。
高崎　富川先生、どうもありがとうございまし
た。後ほど再度掘り下げたお話をお伺いした
いと思います。ここで、きょうはこちらにいら
っしゃることができなかったのですが、菊池小
巻選手のインタビューをご覧いただきたいと
思います。ではよろしくお願いします。
映像
高崎　今ご覧いただいている映像は、先ほど
ご紹介した2017年ジュニア・カデで優勝した
ときの映像です。
映像
菊池　最後の世界ジュニアということで、気
合も入っていましたし、勝ちたいという気持ち
よりも負けたくないという気持ちのほうが強
くて、欲を出して試合をしなかったのが逆に良
かったのかなと思います。応援していただきあ
りがとうございます。最後の世界ジュニアで優
勝することができてとてもうれしいです。今後
シニア級カテゴリーでもっといい成績を出す
ことが自分の目標となっています。また精進し
てまいります。応援よろしくお願いします。
　今年の1月からフランス人のコーチが女子
部でのヘッドコーチとなって今主体になって
しています。オリンピックまで時間がないと
いうことで、平日授業もあるのですが、それで
もここで練習をしているのですが、「練習に来
い」と、「練習に来ていない」と言われていま
す。フェンシングのワールドカップは、世界選
手権とアジア選手権を含めて海外に行く遠征
が1年間で10回ぐらいあるのですが、月2回海
外の遠征があり、合宿等もその間にはさまって
全然授業に行けない状態が、単位と関係しま
すし、学生としては、練習したい気持ちもあり
ますが、勉強とスポーツの両立というのは大切
なことですし、「それだけはできない」と伝えて
も、あちらとしては納得できないというのが現
状です。
　オリンピックは授業にもスポンサーに援助
金を出してもらい、いろいろな面でサポ トーし
てもらっています。自己負担というのは少なく
なってきているのですが、皆が皆そうではあり
ません。基本的に自己負担という形でやってい
ますが、専修大学では遠征のためにスタッフ
の援助支援として支援金をもらい、とても助か
っています。
　コーチはオリンピックのメダルを取ってい
るコーチで、指導を日本人の甘さや外国人との
違いをはっきり言ってくれるコーチです。試合
で見せる少しの弱さもちゃんと指摘してくれ
ます。東京オリンピックのためにしたいことを
しっかり教えてくれるコーチなのでとても幸
せです。大変です。
Ａ－　通訳とかできる方はいるのですか？
菊池　いないです。でも理解して自分のボキ
ャブラリーでしっかり伝えるしかないです。外
人コーチが来て本当に痛感したことは、「日本
人はフェンシングが上手というけれども、そん
なに危険ではない。日本人は甘い」と言われま
した。ぶつかった後でも、外人はパワーもある
し、優しさというのは競技の中では絶対に見せ
ないというのが外人の強さだと思います。日本
人はそういう甘さが出てしまって一回落ちて
しまうとどんどん落ちてしまうということが、
外人コーチが最もよく指摘しているところで
す。「ファイティング・スピリッツ」「自分がど
んなに調子が悪くてもベストを尽くせ」と試合
で毎回言われるのですが、投げて試合をしてし
まった、一回一回が無駄だと言われました。だ
から情けを捨ててしっかり自分がベストを尽
くせるように、後悔しない良い試合を毎回試合
しなさいと、甘さを見せてはいけないという指
導をしてもらっています。そういう目でご指導
を、試合が終わって痛感しているところです。
自分が弱いなと思います。
　私が支えてもらっていると思うのは、フェン
シングを通して関わった人たち皆だと思いま
す。自分がフェンシングを始めたきっかけは親
や家族ももちろんですが、フェンシングで海外
に行くときに援助してもらっている学校やス
ポンサー、そういうかたがた皆に支えられてい
ると思います。
映像
高崎　素晴らしい映像をご覧いただきました
ところで、中村選手ちょっと真ん中に立っても
らえますか。少し恥ずかしそうな顔をしていま
すが、まだアドレナリンは出ていないでしょう
か。
中村　恥ずかしいです。
高崎　早速質問していきたいと思います。中
村選手は現在博報堂DYホールディングスに
所属して練習を積んでいますね。
中村　はい、そうです。
高崎　企業に所属する選手の立場ですが、現
在はどのような選手生活を送っていますか。
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中村　専修大学在学中と変わらず、専修大学
で朝と午後の練習をしています。
高崎　では良いペースでずっと練習できてい
るということですね。
中村　そうですね。けがが多くてできないとき
もありますが。
高崎　戦っている姿とちょっと違ってかわい
らしい表情で。お話は得意と聞いているので
どんどん質問していきたいと思います。専修大
学のレスリング部というのはどのような練習
ですか。厳しいと思いますが、こんな練習をし
ているというような。
中村　佐藤満ヘッドコーチがオリンピック金
メダリストで、めちゃくちゃ厳しい練習で有名
です。朝は皆でまとまってランニングをして、
その後に補強や腕立て、懸垂、そういう基本的
なトレーニングを行います。午後はマットの上
で実践練習をメインに、2時間半ぐらい。朝は
1時間前後という感じです。
高崎　それは学生時代からずっとこなしてい
るメニューですよね。
中村　そうです。はい。
高崎　先ほどおっしゃった先生はどれぐらい
怖いですか。
中村　全然怖くないですけれども、練習のとき
はとても厳しく、普段はとても話しやすい感じ
です。
高崎　私も体育会出身なのですが、レッスン
はとても厳しいと皆は言っていました。やめた
いと思ったときはないのですか。
中村　やめたいとは思わなかったです。目標が
ずっとあって、そこに向かっていくだけだった
ので特に思ったことはないです。
高崎　現在は社会人ですね。学生のときと何
か変わったことというのはありますか。
中村　学生のときは本当に一生懸命、ひたす
ら強くなることだけを考えてやっていました。
会社に所属すると会社の名前を宣伝してほし
いと思われて当然だし、そのためにはどんどん
勝っていかないと会社のためにもなりません。
勝つことが仕事になってきています。毎回試
合に対するプレッシャーが違います。日々の練
習にも緊張感があります。
高崎　今も緊張していますか。
中村　めちゃくちゃ緊張しています。
高崎　中村選手は専修大学時代に全日本選
手権で優勝を果たすほど力を付けられました
が、入学当初からオリンピックというのは明確
な目標だったのですか。
中村　全然そんなことはなくて、入学当初は
本当に専修大学を日本一の大学にしたいとい
う思いだけでずっと頑張ってきていました。団
体戦があるのですが、それで活躍できる選手
になれればいいという気持ちで入学しました。
高崎　今もう皆のハートをがっつりとつかん
だと思います。先生たちがうれしそうな顔をし
ていると思いますけれども、レスリング以外に
も学生時代のいろいろ思い出はありましたか。
中村　そうですね。朝練習が終わって一度朝
8時頃寝て起きたら午後4時とか。
高崎　ちゃんと卒業したのですよね。
中村　はい。しました。
高崎　単位はちゃんと取ったのですね。
中村　本当に朝練習の疲労感がすごいので、
ひたすら寝ないように工夫していました。それ
ぐらいです。
高崎　今体育会の学生も何人かいると思いま
すが、こんな寝ない努力があったというエピソ
ドーを一つお願いします。
中村　本当にシンプルですが、5号館のセブン
-イレブンのコーヒーを毎回買っていました。
高崎　なるほど。かしこまりました。これから
2020東京オリンピックに向けてさらなる研さ
んを積んでいくことになると思いますが、今東
京オリンピックに向けてどのような夢を思い
描いていますか。
中村　東京オリンピックに向けて、金メダル。
高崎　金メダル、自信持って皆のほうを見て。
中村　そうですね。金メダルを目指して頑張っ
ています。
高崎　ぜひ皆さん応援よろしくお願いします。
ありがとうございます。ではお席に着いていた
だきたいと思います。この後、ディスカッショ
ンに入りますが、その前に、本日は来ることが
できなかったのですが、専修大学出身や在学
されているトップアスリ トー6名をご紹介して
いきたいと思います。
映像
　素晴らしいアスリートが専修大学と関わっ
ているというご紹介でした。
　それでは早速ディスカッションに入ってい
きたいと思います。私、こちらから先生や中村
選手にいろいろ質問をしていきたいと思いま
す。
　今回のシンポジウムは『支えるスポーツのフ
ロントライン』がテーマになっています。まず
は吉田先生と富川先生にお伺いしたいのです
が、オリンピック・パラリンピックのようなト
ップアスリ トーを支えるとなると、一般の皆さ
んにとってはかなりハードルが高いように感
じます。トップアスリ トーを支えることは一般
の人々や私たちにとって難しいことですか。吉
田先生からお願いします。
吉田　先ほど、私のスライドに出ていました、
北京オリンピックには現役学生がアナリスト
として2人参加することができました。彼らは
専修大学に入ってからバレーボールのアナリ
ストの勉強を始め、約2年で代表のアナリスト
になることができました。本当にボール拾いか
ら始まって、基本的なデータを取る、ビデオを
撮るという地道な作業をするということであ
れば皆さんもすぐ取りかかることができると
思います。大学生だからとかプロじゃないから
という考えではなく、どんどんそういったとこ
ろに自分でアンテナを広げ、高くして、チャレ
ンジをしてもらいたいと思っています。
高崎　チャンスはつかみに行けばあるという
ことですね。
吉田　自分で探しに行けばあると思います。
高崎　なるほど。富川先生はどうお考えです
か。
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富川　どういう立場で支えるか、先ほどスライ
ドでも皆さんに紹介したように、まず観客とし
て支えるとか、その競技、選手のファンになっ
て支えるということができるかと思います。好
きになった競技あるいは選手に対してもっと
何かできないかということを考えると、いろい
ろなことが見えてくると思います。まず現場で
見るということも一つの支えることになると
思います。
高崎　まずは見ないことには始まりません。中
村選手にお伺いしたいのですが、どのような
ときにトップアスリ トーの立場から支えられて
いると感じますか。
中村　いろいろな場面で感じることがありま
すが、応援をしてもらっているのを実感するこ
とです。試合中の声援やアドバイスが耳に入
ってきて、後半きつくてしんどくて、勝負を捨
ててしまいそうになるときでも、勝たなくては
と思い、切り替わったりするときがあります。
応援の声や、日頃「頑張ってね」と声を掛けても
らうときが支えられていると感じる瞬間です。
高崎　もちろん気持ちの面でもたくさんある
と思います。資金面では今、博報堂さんでバッ
クアップしてもらっていると思いますが、そう
いうことも感じますか。
中村　そうですね。会社の人にももちろん声を
掛けられ、競技環境を整える上で必要なサプ
リメントの費用を出してもらうなど支えを受け
ています。
高崎　吉田先生、富川先生は支える側として
携わっていると思いますが、選手がどんな反
応をしてくれたらうれしいと思われますか。
富川　こちら側からはファンになってもらい
たいと思いますが、ファンになりたいと思われ
る選手、応援される選手になってほしいと言っ
ています。われわれスタッフは競技のファンを
増やし、選手は応援される選手になる。応援さ
れる選手になるためにはどういう行動を取る
べきか、どういう結果が求められるかというこ
とを考えていってほしいと常日頃思っていま
す。
吉田　私はアナリストという観点でチームに
携わっていますが、全般に言えることはアナリ
スト的な支援も全てコーチングです。ゲーム分
析的な手法を用いてコーチングしていると私
は考えていますが、私がコーチング全体に言
えると考えているのは、コーチングというのは
選手の人生を預かっているということで、そう
いう気持ちを持って常に接しています。競技
成績が良かった、振るわなかったということと
ともに、彼らが自分と出会って良かったと、競
技に情熱を燃やして取り組んだことがその後
の人生にとってプラスになったと、振り返って
思えたときに、自分なりに少し支えられたと考
えています。トータルな人生で考え、彼らに支
援してあげることができればうれしいと思っ
ています。
高崎　自分の話になりますが、私自身も大学
生活は体育会テニス部として活動してきて、
選手としてはあまり活躍できなかったので卒
業後は伝える側としてスポーツに関わりたい
と思いました。最初はサッカーのリポーターの
オーディションを受け、インタビューやトーク
ショー等いろいろな経験をしました。先ほど富
川先生がおっしゃったように、人気を集められ
る選手というのはファンサービスがとても上
手で圧倒的にそういう選手にはファンが付い
て、そうするとスタジアムも盛り上がって応援
したいという気持ちになります。これはサッカ
ーに限らず、私はゴルフやテニス等いろいろな
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現場に行きます。裏方さんにも感謝の気持ち
を忘れない選手というのは本当に注目される
と思います。ここにはスポーツをしている方も
していない方もいると思いますが、人を大事に
するということと、先ほど室伏先生もおっしゃ
っていたコミュニケーションが本当に大事だ
と思っています。
　学生の皆さんがたくさん来ていると思いま
す。今、お話しいただいた、『支えるスポーツ』
について皆さんから質問があればどんどんお
聞きしていきたいと思います。先生、そして中
村選手、お答えをと思います。何か質問のある
方は挙手にてお願いします。スタッフがそちら
にマイクを持って向かいます。何かこれを聞き
たいという方は手を挙げてください。遠慮がち
ですね。先生、どうぞ。
富川　私、水曜5限後期にパラスポーツの現
状という授業をやっていまして、外部講師に来
ていただいています。パラリンピック等に関わ
る方です。今日お時間のある人はこの後5限、
972教室で授業がありますので来てほしいの
ですが、今日講義いただく、パラ陸上のアテネ、
ロンドンで車イスマラソン6位、5位と入賞さ
れた、花岡伸和元選手が来られています。
高崎　皆さま、大きな拍手でお迎えください。
花岡　ありがとうございます。
富川　競技が違うので、選手として第一線で
活躍されパラリンピックに出られた立場と、今
はもう裏方に回られていますので、その違いを
お聞きできたらと思いますが。
高崎　マイクをご用意できますか。用意しま
す。いろいろな競技があると思いますので。
富川　オリンピック・パラリンピックに限らず
だと思いますので。
高崎　では真ん中のほうにお越しいただいて、
少しお話しいただければと思います。
花岡　来ると言われていましたが、このタイミ
ングで来るとは思っていませんでした。あらた
めまして、花岡伸和と申します。アテネとロン
ドンのパラリンピックに車イスマラソンの選
手として出場しました。現在は車イスマラソ
ンのコーチを競技団体のほうでやっています。
富川先生との出会いは、ロンドンはまだトライ
アスロンは出ていませんでした。ロンドンで
2020年の東京オリンピックが決まって、その
後、急に国内で、次はどの競技で出ようかと、
パラリンピックの選手も色めき立った時期が
ありました。水泳からトライアスロンへ転向し
たり、陸上からトライアスロンに転向したりし
た選手がいましたが、車イスマラソンの選手も
トライアスロンに転向しようとした選手が何
人かいました。そのたびに富川先生は、選手を
取ってすみませんと腰の低い感じで来られた
ので、先ほどの室伏さんの話ではないですが、
「そんなことはないですよ。向いていることを
したほうがいいです」というような話をしたこ
とが今の間柄の始まりでした。
　今後、われわれもスイム、バイク、ランの、
三つの競技団体との合同合宿等の連携をぜひ
取らせていただきたいと思っています。そして
それが選手の人生に最も良い選択になること
が、今の裏方としてのわれわれの望むところで
はないかと思っています。今後ともよろしくお
願いします。
高崎　ありがとうございます。それではディス
カッションに入りたいと思います。先ほども言
いましたが、何か質問のある方は挙手にてお
願いします。質問の前に学年と学部、名前をお
願いします。
参加者4　お話ありがとうございます。商学部
3年です。お三方はスポーツに関わっているこ
とで熱い気持ちを持っていると思います。大き
い話になってしまうのですが、自分が生きてい
る中で大切にしている考え方、価値観、軸にな
っているものがあれば教えてほしいと思って
質問をしました。
高崎　吉田先生、お願いします。
吉田　アナリストは、何かコンピューター等ハ
イテクなものを使って機械的にデジタルな世
界で生きているようなイメージを持たれるか
と思うのですが、私が最も大切にしているのは
根性です。アナリストをやっていても、根性で
他のチームのアナリストと、もっといい伝え方
がないか、もっといい分析の仕方がないか、寝
る間も惜しんで分析を重ねて、選手やスタッフ
と対峙した思い出があります。最後は根性とい
うことを私は大切にしていました。
参加者4　ありがとうございます。
富川　私の好きな言葉は、初志、初心という言
葉です。室伏さんも言われていましたが、スポ
ーツを始めたとき、目標を持って始めたときの
気持ちはピュアで強いものだと思っています。
それを忘れ、あるいは自分の名前を売ってやろ
うとか、これをやったら自分は有名になれると
か、そういうよこしまな考えを持ってしまうと
なかなか成功しないということで、初心、初志
という言葉が私は好きです。実際の現場で大
事にしていることは覚悟です。覚悟があるか
らいろいろな泥水を飲み、選手のために動ける
のです。覚悟ではなくて自分のためにやろうと
いうのが見える人が中にはいます。そうなると
チームとしてはうまくいかず、自分がやりたい
ことをやりだしてしまいます。その役割を全う
できる覚悟を持つということが、私はスタッフ
として大事にしているところです。
高崎　中村選手お願いします。
中村　僕は、今、ライフスタイル的には練習、
練習で試合があって、また練習の繰り返しで
試合があってですが、日頃練習のときに大切
にしているのは、常に自分に疑問を持つことで
す。きょうはここの調子が悪くないか、体の切
れはどうだとか、起きたときの心のコンディシ
ョンはどうか、常に自分に疑問を持って高めて
いけるようにということを大切にしています。
試合のときは周りからのサポートの感謝を力
に変えるように意識しています。コーチから
のアドバイスや、日頃練習してくれる同級生の
サポ トー、資金を提供してくれている会社への
花岡伸和氏
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感謝をエネルギーにしています。そうすること
で、最後まで気持ちが切れません。自分のため
にやろうとすると、きつかったときに切れてし
まったりすることがあります。試合前等の大事
なときは周りへの感謝をもう一度心に刻んで
いくということを大切にしています。
参加者4　すいません。難しい質問に答えてい
ただいて、ありがとうございます。
高崎　最後にまた好感度が上げてくれまし
た。中村選手のファンが増えたと思います。良
い質問をありがとうございました。他にも質問
のある方いらっしゃったら手を挙げてくださ
い。ではこちらのめがねの方。立っていただけ
ればマイクを持って行きます。お願いします。
参加者5　ご講演いただきありがとうござい
ます。ネットワーク情報学部4年です。ざっく
りした質問になってしまいますが、トップのか
たがたから見てスポーツの良さというのは何
だと思われますか。
高崎　今度は中村選手からお願いします。
中村　スポーツは活気が良さだと思います。
試合観戦に行ったことはありますか。
参加者5　はい。野球やサッカーは。
中村　会場の何万人が一体となって歓声を上
げ、ため息をついたときのエネルギーは大きい
と思いますし、それは画面越しでも伝わってく
ることもあると思います。人の生活が豊かにな
り、一つのものを応援することで気持ちが上が
ったり下がったり、うまく言えないのですが。
高崎　うまく言えなくても大丈夫です、気持ち
が伝われば。
中村　そうですか。パッションです。
参加者5　ありがとうございます。
高崎　先生、次はプレッシャーがあると思いま
すが、きれいにお願いします。
富川　ちょっとずるいかもしれませんが、お二
人はオリンピック競技ということで、私はどち
らかというとパラリンピックのほうから言わせ
ていただきます。よく「パラトライアスロンの
魅力は何ですか」と聞かれますが、私はパラト
ライアスロン競技のコーチです。同じスポーツ
でもパラトライアスロンの強化の役割を担い
その競技に魅力を感じています。
　トライアスロンではスタンダード距離の
51.5をする人もいれば、アイアンマンという長
い距離をする人もいます。デュアスロンという
水泳のないものをする人もいれば、パラトライ
アスロンをやる人もいます。私はそういう目で
見ているので、パラトライアスロンという競技
でいかに高いパフォーマンスを発揮できるか
に面白さがあると思っています。例えば、片足
で目の前を、ゴリゴリ自転車をこいでいるので
す。あんなに速く走れる選手が世界にはいる
のかと思うと、その選手と戦うために日本の選
手をどういうふうに強化していけば勝てるの
かというのを考えてしまいます。単純に私はパ
ラトライアスロンという競技スポーツに携わ
っているというような感覚です。それぞれの競
技にそれぞれの競技独特の面白さがあるんだ
と思います。本当に見ていただくとこの感覚が
分かってもらえると思います。
吉田　今お二方がおっしゃったとおり、いろい
ろなスポーツの捉え方があると思います。多
様性ということがスポーツの特徴ではないか
と考えています。多様性というのは、競技スポ
ーツとレクリエーションスポーツの多様性と
いうものもありますし、するだけではなく、見
る、する、支える、話す、聞く、いろいろな形で
スポーツに携われるという多面性があるとこ
ろがスポーツの特徴だと考えています。
　その中で私の場合は競技スポーツにお世話
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になってきました。競技スポーツの中から規律
やルールを守り、感情をコントロールするとい
うことを学んだという意味でスポーツが自分
にとっての師匠であり先生だったと感じてい
ます。自分の人格形成の面で非常に大きい、な
くてはならないものでした。
高崎　最後ピシッと決めていただいてありが
とうございます。中村選手、こういう感じで大
人になっていってください。最後にもう一つ質
問を受けたいと思います。グレーの方。
参加者6　哲学科の学生です。よく薬とスポ
ーツの関係が話題に上がります。良くないニ
ュースだとは思いますが、支える側として必然
性があるような薬とどう向き合っているのか
ということに興味があります。どのような戒め
を持ちどのような見解を持っているのか、選手
としてもどのように対応しているのか、そこに
共通性があるのかと思って質問をしました。お
願いします。
高崎　先生お願いします。
富川　ドーピングに関わるような行為という
ことでよろしいですか。パラリンピックの選
手はいろいろな薬を飲んでいる選手が多いで
す。ある症状の進行を抑えるために飲んでい
る薬でも、本当はもっと適した薬があるのだけ
れどもドーピングとなってしまうので仕方な
く、という選手もいると聞きます。具体的な話
をすると、漢方薬を飲んでいる選手も多かった
のですが、漢方薬というのは何が含まれてい
るのか分からないので、競技をするならば飲ん
ではいけないと言います。ただ、それをどうし
ても飲みたいという選手は、われわれは競技ス
ポーツをやって一定のルールの下でやってい
るので、もし飲むのであれば競技をやめなけれ
ばいけないという話はしています。日本のチー
ムからドーピング検査で違反者を出すという
のは、その競技だけではなく、日本のスポーツ
界全体に影響を及ぼすことになります。それで
も漢方薬を飲んで自分の体調を整えるという
のであれば、競技をやめなければいけないと思
います。それはパラリンピック、オリンピック
とは関係ありません。私も昔は競技をしていま
したが、けがが多くてどうしても出られない場
合がありました。それは誰でも同じなのです。
けがをしているから出られないとか、この薬を
飲むなら競技には出られないとか、それは万人
に共通なことです。パラリンピックを目指す選
手、オリンピックを目指す選手、あるいは他の
スポーツ競技を目指す選手であれば、そういう
線引き、厳しさを持たなければならないと思っ
ています。
高崎　吉田先生も一言お願いします。
吉田　フェアかフェアじゃないかという観点
では、皆が納得するルールの下で競技すると
いうのがスポーツの良さです。そこを逸脱して
本当の自然の中からは摂取できないようなも
のを体に取り込むのは、その人の、その後の人
生の中で体の不調を来す恐れもあり、選手生
命や人生に関わる部分で危ないことだと思い
ます。われわれはどこまでをフェアと考えるか
ということにおいていろいろな考え方はある
と思います。
　例えば陸王のように良いシューズを履いて
いれば速く走れるとか、靴を買えない選手はフ
ェアな条件で走ってないのかとか、いろいろな
難しい問題が出てくるとは思います。皆が納
得する条件の中で競技できるというのが競技
スポーツの良いところだと思うので、そこを外
れたときに哲学的なフェアプレーの精神とい
うものから外れるかどうかという考え方とい
うように、線引きできるのではないかと、私は
いつも考えています。
高崎　ありがとうございます。支える側からと
言ったので、お願いします。
中村　私は昔、全員がドーピングをガンガン
して迫力が出るのであればそれはそれで面白
いしいいのではないかと思っていました。トッ
プ選手になるとアンチドーピング機構の講習
等を受けたりする機会があって思うのは、薬を
使って勝ってもそれは自分の力ではないし、記
録を出してもそれは自分の力ではありません。
何より、終わった後、健康被害が出たりするこ
とがもったいない、長い人生の中で短い期間
にスポットを浴びて後の人生が悲惨になって
しまっている格闘技の選手等も見たりしてき
て、健康を害するのも良くはありません。公平
性という意味でも良くないしということで駄
目だと思います。
高崎　分かりやすかったです。お時間なので
すが、実は先ほどからずっと手を挙げられてい
る方がいらっしゃるので、そこに最後マイクを
持って、質問をお願いします。
参加者7　経済学部経済学科2年です。トップ
アスリートの人は共通して格好いいイメージ
があって、紳士的で、格好いいと思っているの
ですが、僕も格好いい人になりたいと思ってい
るのですが、何をしたらいいですか。
中村　ありがとうございます。
高崎　中村選手、ここは得意分野ではないで
すか。お願いします。
中村　好きなことはありますか。趣味。
参加者7　自分は今ヨット部に入っていて、ヨ
ットをしています。
中村　それを掘り下げていくのが格好よくな
る近道だと思います。僕の考えですが、僕はレ
スリングを通じて戦略の立て方、相手の上半
身の力が強いのか、だったらここで勝負しよう
とか、スタミナが強い相手に対してここで勝負
しようとか、どんどん戦略を立てて試合に臨み
ます。そういったことが社会に出た後も生き
てくると思っていて、それは多分スポーツ、一
つ何をするにしても極めていけば絶対にそれ
を生かせる部分になってくると思います。ヨッ
トを極めるとか風を読むなど、いろいろあると
思いますが、そういうのをとことん勉強してい
ったほうがいいと思います。僕はこんな感じで
す。
高崎　先生たちにも一言ずつお願いします。
富川　彼はたまにトライアスロンの練習にも
来てくれて知っているのでちょっと厳しく。ど
うなれば格好よく見られるかというその発想
が格好よくないなぁ。
高崎　厳しいですね、先生。
富川　そういうことを考えずにヨットに没頭
しているその姿が格好いいと思いますので、真
摯にそこにどう向き合うかというところだと
思います。
高崎　きっと中村選手も格好よく見られたい
と思ってしていますよね。
中村　ノーコメントです。
高崎　では吉田先生、お願いします。
吉田　中村選手も富川先生も極めるとか追い
求めるということをキーワードとして言ってく
23Annual Report 2017
れたと思うのですが、その競技に打ち込むとい
うことは自分の信念としてぶれないものがあ
って、どんな生活スタイルであろうと競技を中
心に動いているという姿勢がぶれない姿勢と
なり、それがはたから見れば格好いいというふ
う見えてくるのだと私は思っています。何か自
分の中でぶれないものをしっかりと持てば、そ
れに対していいと思ってくれる人が必ずいる
と思います。そこから始めてみてはいかがです
か。
高崎　今、彼女はいますか。
参加者7　いや、いません。
高崎　ではちょっとアピールして。
富川　私は決して彼を格好悪いとは思ってな
いです。格好よくなれる素質はあると思ってい
ます。
高崎　先生、ナイスフォローありがとうござい
ます。質問どうもありがとうございました。これ
でフリーディスカッション終了となりますが、
最後にスポーツ研究所所長佐竹先生よりごあ
いさつをいただきたいと思います。先生よろし
くお願いします。
佐竹　吉田先生、富川先生、中村選手、ありが
とうございます。また高崎さんもお世話になり
ました。長い時間ご参加いただきましてありが
とうございました。前回の室伏選手のお話から
始まり、今日現役の選手のお話も伺えたと思
います。スポーツをする自分の体というのは、
古いですが、心技体というふうによく言われま
す。ただ技術的なもの、体力的なものというの
は、どうしても選手やコーチにならなければで
きません。しかし支えることができるのは、き
ょうのお話の中にもありましたが、心の部分は
われわれも支えていけるのではないかと思い
ます。これはオリンピック選手、パラリンピッ
ク選手のみならず、専修大学のアスリ トーの人
たちも同じことだと思います。専修大学の体育
会の学生たち、たくさんいます。そして一生懸
命頑張っています。ぜひ皆さんも彼ら、彼女た
ちを見掛けたら、「頑張れよ」あるいは「一緒に
応援するぞ」と一言声を掛けてくれるだけで中
村選手が言ってくれたように、頑張ろうという
気持ちになってくれると思います。そうすれば
専修大学の体育会はいろいろなスポーツがこ
れからますます躍進していけるのではないか
と思います。
　支えるスポーツ、感動を共有したい。感動を
与えてもらいたかったら、われわれも支えてい
きましょう。2020年の東京オリンピック・パ
ラリンピックに向けて、専修大学の皆さんがた
が少しでも支える側に立っていただくことが
できるようなシンポジウムであれば大成功か
と思います。本日は本当に長い間ご静聴あり
がとうございました。
高崎　佐竹先生どうもありがとうございまし
た。吉田先生、富川先生、中村選手にもう一度
大きな拍手をお願いします。
